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学生と卒業生を繋ぐ

5号館にかわる新棟がいよいよ本格着手しました
2024年7月から始まった5号館の解体

工事が、2025年10月で完了しました。
5号館跡地に建設する新棟の着工に向
け、2026年1月30日（金）に樋野理事長、
渡邉学長含め関係者27名で、10号館1階
にて地鎮祭が行われました。
　新棟は、S造＋SRC造、地下1階地上5
階建てで延床面積7,740㎡、東西に延びる
敷地特性を生かし幅約100ｍの横長建物
として計画されています。工期は2028年
1月末までで、完成後は、仙台の街と太
平洋を一望できる魅力的
なキャンパスとして学生
の居場所、教育研究の
場として活用されます。

第50回工大祭『五十彩（ぱれっと）』が開催されました（2025年10月11日・12日開催）

　中・高校生を対象に「お気に入りのま
ち、場所、たてもの、家具を紹介しよう！」
をテーマにした、第40回東北建築フォー
ラム2025「未来のエスキースを描く」の
表彰式が、八木山キャンパス実験・教育
棟Tech-Labで開催されました。全国か
ら64作品の都市・建築・インテリアに
関する多彩なリサーチやデザインを工夫
したプレゼンテーションボードが集ま
り、大学からの表彰の他、会長より尚建
会賞を授与いたしました。

　2日間に渡るホームカミングデーとして
企業ブース、課程・学科・センター企画
や学生団体による屋台展示など、多彩な
企画が並び、また両日とも野外ステージ
で、豪華アーティストによるライブパ
フォーマンスが行われました。
　八木山キャンパス1号館2階122教室で
は、同窓会各支部の方々を始め、本学卒
業生や関係企業様が出席され、各種報
告が行われました。

　八木山キャンパスで2日間に渡り開催
されましたが、初日は生憎の雨模様でし
たが、多くの来場者がありました。50年
の歴史を彩ってきた人々の想いと、今を
生きる学生たちの多様な個性、そして未
来へ続く希望を込め、50の彩と書いて
「ぱれっと」と呼称。そして初日終盤には
夜光祭（やこうさい）として工大祭初とな
るお酒の提供を伴った打ち上げ花火が
実施されました。

第50回工大祭 ホームカミングデー 「未来のエスキースを描く」展表彰式
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　本会は、建築学科3年生と大学院博士前
期課程１年生が、本学を卒業し活躍している
OB・OGと交流を深めるものです。設計事
務所やゼネコン、サブコン、行政機関など
126社にご参加いただきました。学生が建築
業界で技術者として働く意識を養ってもらう
こと、進路選択につながる情報を得ること
を主目的としています。

卒業生と大学を繋ぐ

建築学部ホームページ・
ニュース「CAMPUS NOW」のご案内

東北を支える建設関連企業と建築学科の交流会が開催されました（2025年10月14日開催）

建築学部の“今”が分かる情報が満載
です。また、石井建築学部長発行の「建
築学部通信」バックナンバーもこちら
から閲覧できます。

http://koudai-dousoukai.net
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　5号館の後継となる新棟建設が始まり、
工大の誕生から見ていた建物も残り少なくな
りました。これからも尚建会ニュースでは工
大の移り変わりをタイムリーにお伝えします。
よろしくお願いいたします。

（斎藤啓・1992年卒）

編
集
後
記

東北工業大学同窓会ホームページ

建築を学び始めるあなたに贈る【1冊の本プロジェクト】
PPB（Project of Presentation Books to Students）

～寄贈本の募集締切 4月28日まで～

紙面のPDF版や同窓会登録はこちらから

卒業生と大学を繋ぐ

各地で活躍する卒業生を紹介しますレターエッセイ ～活躍する卒業生～

学生と卒業生を繋ぐ 卒業生同士を繋ぐ

学生と卒業生を繋ぐ

　今年も建築学科一年生に向けて、本を贈
るプロジェクトを実行します。1月にメールに
て卒業生には配信しましたが、まだまだ必
要数には足りない状況です。社会に出て働
かれている皆様と、これから建築を学ぶ学
生とのご縁を繋ぐためにも、皆様からの本
の寄贈を何卒よろしくお願い申し上げます。
　新しくOBOGになる卒業生も新入生へ本
を贈ってみましょう！！ あなたが読んでも
らいたいと思う本なら建築以外でもお預か
りいたします！寄贈をお待ちしております。

我々2人は株式会社
大林組青森工事事務
所に所属し、青森県
内の諸口工事を担当

しています。会社はゼネコンではあります
が、当事務所は青森市に定置し、リニューア
ルやアフターサービスを始め小口の新物件を
担当する部署で、大型物件とは違い複数の顧
客との関り合いや独特の達成感があります。

私は建築環境工学の研究室に
所属しており研究を通し建築設
備が建物に与える重要性と魅
力を感じ建築設備の専門工事

業社に就職しました。仕事では大学で学ん
だ知見を活かし働いています。また持続可能
な社会実現のため建築設備の果たす役割が
大きくなっていると感じながら、地元の東北
で快適な空気を届ける仕事をしています。

齋藤正敏・阿部正樹
（（株）大林組青森工事事務所・1990年卒・2006年卒）

内崎雅俊
（東洋熱工業（株） 秋田営業所所長・1988年卒）

金野敏明
（（株）佐々木組・2017年卒）

私は岩手県一関市に本社を置
く総合建設業、佐々木組に勤め
ています。弊社は2022年に創業
180年を迎えた、地域と共に成

長してきた企業です。建設業界のDX化やIT革
命など業界を取り巻く環境が大きく変わって
きていますが、新しい時代の流れを取り入れ
つつ、地域社会に貢献する「地域に愛され
る」企業の一員として日々頑張っております。

From 青森 From 秋田 From 岩手

就職活動が激化している中、
毎年このような形で学生さん
と交流できることは大変貴
重な機会でした。学生の皆

さんには「自分が何をしたいか」をじっく
り考えてもらい、頑張っていただければと
思います。

狹山健太（大成建設(株)・2018年卒）

参加企業の卒業生からのコメント

自分の興味のある企業や業
界のところに行き、以前まで
あった疑問や悩みを解消す
ることができました。先輩方

が各企業にいるため、聞きづらいことも
気軽に質問することができました。とて
も有意義な時間になりました。

千葉 葵（建築学科３年）

参加学生からのコメント

建築学展A・
卒業設計公開審査会が開催されました
卒業設計・制作展の審査が2月27日（金）、せんだいメディ

アテークで開催されました。審査会は本学卒業生の野津弘
さん（野津デザイン計画工房・1976年卒）や猪熊純さん、
今泉絵里花さん、城戸崎和佐さん、斎藤信吾さんの建築家
の各氏が審査に当たり、学生の提案をしっかり受け止め、
熱い議論が繰り広げられ
ました。白熱の審査の
結果、尚建会大賞には
菊池鯉仁さん（不破研究
室）、尚建会賞には寺澤
千桜さん（中村研究室）
が選ばれました。

阿部 齋藤


